
 
 

 

2020 年５月 19 日 
 

 

「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」に関わる給付金等申請～受付業務効率化支援のため、 
官公庁・地方公共団体様には RPAツール“WinActor®“ライセンスを、 

事業者様にはクラウド型 RPAサービス“WinActor® Cast on Call”を無償提供 
 

－ おかげさまでWinActor導入社数 5,000社突破︕－ 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
■背景と目的 

 
新型コロナウイルス感染症の拡大を踏まえ閣議決定された「新型コロナウイルス感染症緊急経済

対策」に基づく「特別定額給付金（個人向け）並びに持続化給付金（事業者向け）＜以下、給付金
＞」等については、迅速かつ正確な受付～支給が求められており、目下、実施主体である全国の自
治体様では急ピッチで準備・支給作業が進められています。 
 

かねてから WinActor は、定型反復的な大量データの自動処理により大幅な業務効率化を実現す
る RPA ツールとして、一般企業様はもちろん、自治体様でも広くご利用いただいてまいりました。 

NTT-AT では、この度の緊急事態を受け、自治体様の現場における給付金等の迅速・確実な受付
～支給処理を実現する業務自動化と職員様の稼働負担軽減にお役立ていただき、ひいては給付金を
必要とされる皆様への一刻も早い支給に貢献するべく、RPA ツール“WinActor”ライセンスを無償
提供させていただくこととしました。 
 
 また、事業者様向けには、本年 4 月から政府全体で行政手続コスト削減を目的とした電子申請化
が進められていますが、申請処理が煩雑なためにミスが発生し、再申請による手戻りが多く発生す
るといった非効率を指摘する声が聞こえてきています。NTT-AT では、これら事業者様の電子申請
に関わるミスの未然防止等効率化にも貢献し、加えて、コロナ禍の影響で劇的に職場環境が変わり
つつある中（テレワーク、シフト勤務など）、アフターコロナにおける事業復興・変革に向けた検
討・準備を進めるための時間を創出いただくことも願って、クラウド型 WinActor である 「WinActor 
Cast on Call」を、関連業務の自動化を行うシナリオを含めて無償で提供させていただくこととし
ました。 

NTT アドバンステクノロジ株式会社（以下︓NTT-AT、本社︓神奈川県川崎市、代表取締役
社長︓木村丈治）は、 「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」に関わる 「特別定額給付金、
持続化給付金」等の受付～支給業務の効率化、また広がりつつある電子申請の効率化に貢献す
るため、官公庁 ・地方公共団体 （以下、自治体）様には RPA ツール“WinActor“ライセンスを、
事業者様にはクラウド型 RPA サービス“WinActor Cast on Call（固定シナリオ付き）”を、無
償提供します。 
 
 NTT-AT は、今後とも NTT グループの一員として CSR（企業の社会的責任）を果たすとと
もに、引き続き WinActor や WinActor Cast on Call の開発・提供等を通じて、多くのパート
ナー企業様とともに、お客様の働き方改革・業務効率化による DX（デジタル・トランスフォ
ーメーション）に一層貢献してまいります。 

 
なお、2014 年の商品化・発売以来ご好評をいただいている WinActor は、本年 5 月、導入

社数 5,000 社を突破しました。 



※イメージ 1（WinActorによる給付金受付～支給までの効率化） 
 

 
 
 
※イメージ 2（WinActor Cast on Callによる電子申請の効率化） 
 

 

支給決定書 



■無償提供内容とお申込み方法等について  
 

○WinActor 
 
・無償提供内容 ︓WinActor フル機能版ライセンス（シナリオの作成と実行が可能です） 
・ご提供先   ︓ 「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」に関連する官公庁・ 

地方公共団体様 等 
・お申込み期限 ︓2020 年 6 月 30 日まで 
・ご提供期間  ︓ライセンス発行日から 2020 年 7 月 31 日まで 

           ※お申し込み後、数営業日内にライセンスを発行いたします。 
※ご提供期間は、自治体様の状況に応じて相談させていただきます。 

・ご提供ﾗｲｾﾝｽ数 ︓ご希望数 
・お申込み   ︓以下の WinActor 公式サイトから、WinActor 代理店にお申込みください。 

URL https://winactor.biz/reseller/ 
 ・お問合せ   ︓詳細は WinActor 代理店にお問い合わせください。 
 
 
 ○WinActor Cast on Call 
 

・無償提供内容 ︓Cast on Call ご利用年会費（クーポン利用による 3 ヶ月相当分） 
＋対象シナリオ実行料（0 円で提供） 

※対象シナリオ以外は有償でのご提供となります。 
・ご提供先   ︓事業者様 
・お申込み期限 ︓2020 年 6 月 30 日まで 
・ご利用開始期限︓クーポンコード受領日～2020 年 6 月 30 日 
・ご提供期間  ︓ご利用開始日から 3 ヶ月間 
・ご提供数   ︓ご希望アカウント数 
・お申込み   ︓以下のクーポン申込フォームよりお申込みください。 

折返し、年会費 3 ヶ月相当分の無償クーポンコードをお送りします。 
          申込 URL  https://mal.ntt-at.info/l/420072/2020-05-13/w77y38 
         WinActor Cast on Call 公式サイト https://castoncall.winactor.biz/ 
・ご提供シナリオ︓電子申請に関連した処理のシナリオ（保険関連からご提供予定） 

※ご提供シナリオについては、クーポンコード送付時のメール、メールマ 
ガジン、Twitter 等で随時ご案内いたします。 

 
 
 
■サンプルシナリオ、ライブラリ等のご提供によるお客様サポートについて 
 
 NTT-AT では、今後のアフターコロナにおいて余儀なくされる「真の働き方改革」実現に向けて
は、各地方公共団体様や企業様において、これまで以上のＤＸが不可欠なものとして求められ、ま
たそれが大きく進むと考えます。 
 
 今後皆様が、WinActor による局所的な自動化から、組織全体、さらには組織横断的なＤＸを進
められるにあたり、初心者でもプロのエンジニアでも“つまずかない、つまずいても転ばない”使い
やすい RPA を目指した製品開発の強化や、ご活用習熟に資するわかりやすいチュートリアル等環
境整備に加えて、現場での自動化シナリオ作成効率を高めるためのサンプルシナリオやライブラリ
のご提供を行うことで、皆様の働き方の変化や業務効率の向上に向けたサポートを推進してまいり
ます。 
  

NTT-AT は、今後とも NTT グループの一員としての CSR（企業の社会的責任）を果たすととも
に、エンタープライズでの大規模利用から、地方中小企業や自治体等現場のデスクトップ利用に至
るまで、ますます高度化 ・多様化するお客様ご要望を反映 ・先取りした RPA 製品 ・サービスをご提
供することでカスタマーサクセスを実現し、多くのパートナー企業様とともに、お客様の働き方改
革・業務効率化による DX に一層貢献してまいります。 



 
 

※WinActorについて 
 

WinActor は、NTT アクセスサービスシステム研究所で研究開発された技術をベースに、NTT-
AT が商品化した純国産の RPA です。Windows アプリケーション、Web アプリケーションで行う
さまざまな操作を「シナリオ」として記録し、自動化します。定型的な繰り返し作業や、大量デー
タを扱う作業を正確に再現することが可能です。さらに、既存システムに手を加えることなく、こ
れまで人手で行ってきた複雑な操作や、複数システムにまたがるデータの投入を自動化し、人手作
業の効率・品質・コストの大幅な改善につなげることができます。 

WinActor は、企業や自治体様等の働き方改革・業務効率化に貢献するツールとして日本で最も
注目されている RPA のひとつであり、日本企業の業務にマッチした純国産 RPA として、金融業か
ら物流 ・小売業と幅広い分野で、大企業のほか中堅 ・中小企業や全国の自治体にも利用者が増え続
けており、おかげさまでこの 5 月に導入社数 5,000 社を突破いたしました。  
 
 
※WinActor Cast on Callについて 
 

WinActor Cast on Call は、あらかじめクラウド上に登録された既製シナリオを、選んで使うだ
けで業務自動化が実現できる、WinActor のクラウドサービスです。 

お客様はシナリオ開発の手間と導入費用をかけることなく、「定期代チェック」「PDF ファイルの
一括作成」などの汎用的なシナリオ群、または NTT-AT のパートナー企業が作成した特定業務向け
のシナリオ等、自分の業務にマッチしたシナリオを選んで実行できます。 

また、シナリオ利用回数に応じた料金設定 （従量課金制）のため、予算に応じて柔軟に運用する
ことができます。 

WinActor Cast on Call は、既製シナリオ提供プラットフォームを通じて、お客様の高効率・低
コストの業務自動化実現はもとより、パートナー企業の新たなビジネス展開にも貢献していきます。 
 
 
 
 
※ WinActor は NTT アドバンステクノロジ株式会社の登録商標です。 
※ 記載された会社名及び製品名は、各社の商標または登録商標です。 
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